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は
じ
め
に

令
和
３
年
第
２
回
本
部
町
議

会
定
例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
加
え

て
、
日
々
の
ご
精
励
に
対
し
、

深
く
敬
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
案
を

は
じ
め
と
す
る
諸
議
案
の
審
議

に
先
立
ち
、
町
政
運
営
の
基
本

的
な
考
え
方
と
主
要
施
策
に
つ

い
て
、所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
的
に
猛
威
を
振
る
い
、

い
ま
だ
収
束
の
兆
し
が
見
え
な

い
中
、
町
民
の
皆
様
の
生
活
、

町
内
事
業
者
の
事
業
活
動
に
多

く
の
制
約
を
お
願
い
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
感
染
拡
大
の
防
止
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
日
夜
問
わ
ず
、

第
一
線
で
治
療
や
看
護
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
医
療
従
事
者
の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
様
に
、
改
め
て
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
民
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
体
制
を
速
や
か
に
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
部

地
域
の
医
療
関
係
者
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
、
全
課
に
ま
た

が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
町
民
の

皆
様
が
一
日
で
も
早
く
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
87
億
４
千

７
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当

初
予
算
か
ら
約
９
千
９
百
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
私
の

目
指
す
「
日
本
一
心
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、

積
極
的
か
つ
着
実
な
予
算
編
成

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度�

�

主
要
施
策
の
概
要

次
に
令
和
３
年
度
に
お
け
る

主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　
第
１
に
、「
ま
ち
づ
く
り
の

主
要
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
」

申
し
上
げ
ま
す
。

現
代
社
会
は
、
益
々
、
多
様

性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
私
は
、
町
政
運

営
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
町
民

生
活
の
豊
か
さ
を
第
一
に
据
え

な
が
ら
、
全
て
の
町
民
の
融
和
・

協
調
・
個
性
を
大
事
に
、
物
の

豊
か
さ
と
同
時
に
、
地
域
住
民

の
『
心
の
豊
か
さ
』
を
大
切
に
、

引
き
続
き
令
和
３
年
度
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
施
策
と
い

た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、

ハ
ー
ド
事
業
及
び
ソ
フ
ト
事
業

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
施
策
の
展

開
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
主
な
ハ
ー
ド

事
業
に
は
、
瀬
底
島
一
周
線
道

路
改
築
事
業
、
嘉
津
宇
具
志
堅

線
道
路
改
良
事
業
、
満
名
川
線

道
路
整
備
事
業
、
具
志
堅
地
区

の
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
、

伊
豆
味
小
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
改
築
事
業
、
具
志
堅
団
地
新

築
整
備
事
業
な
ど
17
事
業
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。

ソ
フ
ト
事
業
関
連
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
括
交
付
金
を
活
用

し
、
本
部
町
学
力
向
上
学
習
支

援
事
業
、
特
別
支
援
教
育
環
境

充
実
事
業
、
伝
統
興
行
観
光
化

事
業
、
ハ
ブ
咬
傷
防
止
事
業
、

農
水
産
業
担
い
手
支
援
住
宅
整

備
事
業
の
５
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

町
内
各
集
落
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
令
和
３
年
度
も
各
行

政
区
及
び
任
意
団
体
を
対
象
と

し
た
、「
こ
こ
ろ
豊
か
な
わ
が
ま

ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
引
き

続
き
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
令
和
３
年
度
は
、
移
動

販
売
車
に
よ
る
買
い
物
支
援
を

開
始
し
、
高
齢
者
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ハ
ー
ソ
ー
公
園
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
で
遊
具
や
ト
イ
レ

な
ど
を
増
設
し
ま
す
。
更
に
子

育
て
世
代
が
く
つ
ろ
げ
る
場
所

づ
く
り
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く

り
拠
点
と
し
て
の
施
設
に
な
る

よ
う
強
化
整
備
し
、
町
民
全
体

で
活
用
す
る
体
制
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
沖
縄
美
ら

島
財
団
と
「
も
と
ぶ
地
域
づ
く

り
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
琉
球
銀
行
、
沖
縄
美

ら
島
財
団
、
本
部
町
商
工
会
、

令
和
3
年
度
　

施
政
方
針

ふるさとの美しい自然を愛しみどりの町をつくります（本部町民憲章より）
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本
部
町
観
光
協
会
と
「
本
部
町

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
協
定
に
基
づ
き
、

沖
縄
美
ら
島
財
団
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
を
強
化
し
、
令
和

３
年
度
も
引
き
続
き
本
町
の
活

性
化
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
町
づ
く
り

を
行
う
に
あ
た
り
、
情
報
発

信
は
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
た

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
対
応
化
や
L
I
N
E
、

Y
o
u
T
u
b
e
な
ど
の

S
N
S
を
活
用
し
た
新
た
な
情

報
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
本
部
町
の
存
在
を

高
め
る
た
め
、
引
き
続
き
報
道

各
社
に
記
者
会
見
な
ど
を
行

い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た

様
々
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

第
２
に
、「
地
域
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
」
申
し
上

げ
ま
す
。

今
般
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
り
入
域
観
光
客
の
減
少
、
農

水
産
物
及
び
加
工
品
な
ど
の
消

費
の
落
ち
込
み
に
よ
る
町
内
事

業
所
の
厳
し
い
経
営
状
況
化
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年

度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
商
品
券
・
飲

食
券
・
宿
泊
体
験
券
・
マ
リ
ン

レ
ジ
ャ
ー
体
験
券
の
助
成
、
農

畜
産
業
者
・
水
産
業
者
の
補
助
・

助
成
、
介
護
施
設
へ
の
給
付
金
、

認
可
外
保
育
施
設
へ
の
支
援
金

な
ど
36
事
業
も
の
支
援
事
業
を

り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
３
年
度
の
一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
87
億
４
千

７
百
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当

初
予
算
か
ら
約
９
千
９
百
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
私
の

目
指
す
「
日
本
一
心
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、

積
極
的
か
つ
着
実
な
予
算
編
成

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度�

�

主
要
施
策
の
概
要

次
に
令
和
３
年
度
に
お
け
る

主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　
第
１
に
、「
ま
ち
づ
く
り
の

主
要
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
」

申
し
上
げ
ま
す
。

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
先
を
見
据
え
た
支
援

策
を
国
や
県
な
ど
関
係
機
関
と

密
に
連
携
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
克

服
す
べ
く
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

持
っ
て
、
地
域
産
業
の
振
興
に

つ
い
て
積
極
的
に
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

１
点
目
に
、「
農
業
・
畜
産
業

の
振
興
」に
つ
い
て
、申
し
上

げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
農
水
産
物

の
外
食
店
で
の
消
費
縮
小
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

農
業
・
畜
産
業
の
振
興
に
つ

き
ま
し
て
は
、
販
売
力
の
強
化

を
図
る
た
め
「
も
と
ぶ
産
農
水

産
物
消
費
拡
大
推
進
条
例
」
を

町
民
全
体
に
周
知
し
、
今
後

も
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
か
り
ゆ
し
市
場
を
中

心
に
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

た
セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

展
開
及
び
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
効
果
的
な
販
売
促
進
に

取
り
組
み
、
生
産
拡
大
に
つ
な

げ
、
農
家
所
得
の
向
上
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

先
ず
は
、
本
町
に
お
け
る
柑

橘
類
の
中
心
的
品
目
で
あ
る

シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
を
「
も
と
ぶ

パ
ワ
ー
酢
み
か
ん
」
の
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
新
た
な
商
品
開
発
及

び
消
費
の
拡
大
に
繋
が
る
よ
う

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

輪
ギ
ク
、
ア
セ
ロ
ー
ラ
、
タ
ン
カ

ン
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
本
部
支

店
、
花
卉
農
協
及
び
み
か
ん
生

産
組
合
等
と
連
携
し
、
そ
の
振

興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

生
食
用
パ
イ
ン
の
ゴ
ー
ル
ド

バ
レ
ル
は
、「
も
と
ぶ
か
り
ゆ
し

ゴ
ー
ル
ド
」
と
し
て
、
本
町
の

ブ
ラ
ン
ド
商
品
に
位
置
付
け
、

更
な
る
品
質
向
上
と
生
産
拡
大

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ブ
チ
ー
、
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー
、

ゴ
ー
ヤ
ー
等
の
少
量
多
品
目
の

果
樹
・
野
菜
に
つ
い
て
も
、
生

産
性
の
向
上
及
び
販
売
力
の
強

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を

受
け
て
い
る
花
卉
農
家
や
野
菜

農
家
が
需
要
の
高
い
品
目
へ
の

転
換
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た

に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
事
業
化
に

向
け
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
は
、
引
き
続
き
種
苗
の
配
布

支
援
及
び
病
害
虫
防
除
な
ど
、

生
産
振
興
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

養
豚
に
お
い
て
は
、
生
産
者

と
連
携
し
、「
本
部
町
産
あ
ぐ

～
」
の
認
知
度
向
上
と
販
路
拡

大
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

カ
ラ
ス
や
マ
ン
グ
ー
ス
等
の
有

害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
対
策
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
も
引
き

続
き
、
捕
獲
個
体
の
買
い
取
り

及
び
他
市
町
村
と
連
携
し
た
広

域
駆
除
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

被
害
対
策
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

農
業
団
体
の
育
成
に
つ
い
て

は
、「
本
部
町
の
農
業
を
元
気

に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
」

及
び
「
本
部
町
青
年
農
業
者
の

会
」
を
今
後
と
も
積
極
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
里
か
ん
が
い
配
水
施
設
の
整

備
事
業
、
伊
豆
味
ク
カ
ル
ビ
地

区
の
排
水
路
整
備
、
伊
豆
味

古ふ
る
か
つ
う

嘉
津
宇
・
唐か
ら

又ま
た

地
区
の
護

岸
整
備
及
び
排
水
路
整
備
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
は

新
た
に
具
志
堅
地
区
か
ん
が
い

配
水
施
設
の
整
備
事
業
に
も
着

手
い
た
し
ま
す
。

健康で働く喜びを大切にし幸せな家庭を築きます（本部町民憲章より）
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沖
縄
振
興
公
共
投
資
交
付
金

を
活
用
し
て
整
備
を
し
て
お
り

ま
す
、
健
堅
本
部
落
線
に
つ
い

て
は
、
全
線
開
通
に
向
け
て
の

工
事
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３

年
度
の
早
い
時
期
に
供
用
開
始

が
で
き
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
堅
石い
し

嘉か

波わ

線
の
整

備
も
着
手
す
る
予
定
と
し
て
お

り
ま
す
。

橋
梁
の
改
修
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
に
伊
野
波
橋
の
架

け
替
え
工
事
が
完
了
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
、
同
じ
く
伊
野

波
地
域
に
お
い
て
、
佐さ

い伊
土ど

ま間

橋
の
架
け
替
え
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

な
お
、
令
和
３
年
度
は
北
部

振
興
事
業
が
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
の
で
、
令
和
４
年
度
以
降

の
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
点
目
に
、「
町
営
住
宅
の
整

備
」に
つ
い
て
、申
し
上
げ
ま
す
。

定
住
人
口
の
確
保
の
た
め
に

は
、
町
営
住
宅
の
整
備
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
令
和
２

年
度
は
、
北
部
振
興
事
業
を
活

用
し
て
、
謝
花
第
２
団
地
を
整

　

第
３
に
、「
生
活
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
」
申
し
上

げ
ま
す
。

１
点
目
に
、「
町
道
の
整
備
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
住
民
の
生
活
の
利
便
性

を
向
上
す
る
た
め
、
道
路
整
備

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

町
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
部
振
興
事
業
を
活
用
し

た
４
つ
の
路
線
を
引
き
続
き
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

瀬
底
島
一
周
線
、
石
川
謝
花

線
、
嘉
津
宇
具
志
堅
線
及
び
満

名
川
線
の
４
路
線
と
も
に
、
用

地
買
収
が
順
調
に
進
ん
で
お
り

ま
す
の
で
、
道
路
工
事
を
更
に

加
速
さ
せ
、
一
刻
も
早
い
供
用

開
始
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

の
啓
発
や
町
内
事
業
所
の
活
用

を
広
く
周
知
す
る
な
ど
、
引
き

続
き
商
工
業
の
振
興
を
推
進
い

た
し
ま
す
。

５
点
目
に
、「
観
光
の
振
興
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
観
光
客
入
域
者
数
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
激

減
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
入
域
者
は
、
依

然
と
し
て
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
当
面
は
、
県
内
外
の
観

光
客
を
重
点
に
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
な
ど
も
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
を
図
り
な
が
ら
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
型
桜
ま
つ
り

を
実
施
し
た
よ
う
に
、
各
種
ま

つ
り
を
可
能
な
限
り
、
実
施

す
る
よ
う
誘
客
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

更
に
、
観
光
の
質
を
高
め
る

た
め
に
「
観
光
客
受
入
体
制
整

備
事
業
」
を
実
施
し
、
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
の
育
成
に
よ
る
町
内
の

新
た
な
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ

し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

た
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
点
目
に
、「
商
工
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
本
部
町
商
工
会
と
連
携

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
影
響
を
受
け
た
事
業
者

に
対
し
、「
持
続
化
給
付
金
」、

「
雇
用
調
整
助
成
金
」、「
家
賃

支
援
給
付
金
」、「
う
ち
な
ー
ん

ち
ゅ
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等

の
申
請
支
援
や
「
中
小
企
業
信

用
保
険
法
」
に
よ
る
融
資
の
認

定
な
ど
、
支
援
体
制
を
強
化
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
商
工
会
と
の
連
携
を

図
り
、
国
や
県
の
支
援
策
に
つ

い
て
相
談
や
申
請
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
商
工
業

の
振
興
に
つ
い
て
は
、
町
産
品

の
更
な
る
販
売
体
制
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た

に
『
コ
ロ
ナ
対
策
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
機
能
強
化
事
業
』を
構
築
し
、

販
促
活
動
の
支
援
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

更
に
、
町
民
の
町
産
品
消
費

拡
大
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
を

図
る
観
点
か
ら
、
町
産
品
奨
励

２
点
目
に
、「
水
産
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

カ
ツ
オ
や
マ
グ
ロ
等
の
回
遊
魚

類
を
滞
留
さ
せ
る
中
層
型
漁
礁

（
パ
ヤ
オ
）
２
基
の
更
新
設
置

工
事
を
行
い
効
率
的
な
操
業
に

よ
る
漁
家
経
営
の
安
定
と
水
産

物
の
安
定
供
給
の
両
立
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
部
漁
業
協
同
組
合

や
沖
縄
県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
既
存
の
モ
ズ
ク
養

殖
、
海
ブ
ド
ウ
養
殖
の
収
量
増

加
に
向
け
た
体
制
の
強
化
及
び

新
規
養
殖
品
目
の
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

３
点
目
に
、「
森
林
の
保
全
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

自
然
豊
か
な
本
町
に
と
っ
て
、

特
に
八
重
岳
の
森
林
地
域
は
自

然
保
護
区
の
指
定
や
水
源
涵
養

林
及
び
保
安
林
に
指
定
さ
れ
る

な
ど
森
林
機
能
と
し
て
、
重
要

な
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
日
本
一
早
い
桜
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
貴
重

な
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す
。

下
草
刈
り
や
雑
木
の
伐
採
、
桜

へ
の
施
肥
作
業
等
を
行
い
、
今

後
と
も
積
極
的
に
保
全
し
、
ま

きまりを守り互いに力を合わせて明るい町をつくります（本部町民憲章より）
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た
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
（
75
歳
）
に
な
る
2
0
25


年
を
見
据
え
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
生
活
支
援
・
介
護
予
防

が
一
体
的
に
提
供
で
き
る
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
る
生
活
困

窮
者
に
つ
い
て
は
、
区
長
や
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
関
係
者
と
連
携

を
強
化
し
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
段
階
に
あ
る
生
活
困
窮
者

に
対
す
る
支
援
を
充
実
・
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
福
祉
に
つ
き
ま
し
て

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談

や
緊
急
時
の
受
け
入
れ
体
制
を

備
え
た
「
地
域
生
活
支
援
拠
点

等
」
の
機
能
の
充
実
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
優
先
調
達
推
進
法
に
基
づ
く

安
定
し
た
就
労
場
所
の
確
保
を

図
る
た
め
、
障
害
福
祉
事
業
者

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
て
ま

い
り
ま
す
。

更
に
、
発
達
が
気
に
な
る
子

ど
も
の
保
護
者
や
子
育
て
に
困

り
事
の
あ
る
保
護
者
等
に
対

し
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
３
年
度
よ
り
新
た
に
「
ペ

ア
レ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展

外
等
へ
の
派
遣
費
支
援
、⑧
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
支
援
、
⑨
南

富
良
野
体
験
交
流
事
業
支
援
等

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
あ
り
ま
す
が
、
本
部
小
学
校

敷
地
内
に
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
公
設
民
営
の
児
童
ク
ラ
ブ

が
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
開
所

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
更

に
、
上
本
部
学
園
内
に
も
同
様

の
児
童
ク
ラ
ブ
を
計
画
し
て
お

り
、
令
和
４
年
４
月
開
所
に
向

け
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
児
童

虐
待
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子

ど
も
支
援
員
を
中
心
に
、
学
校

現
場
な
ど
関
係
機
関
と
情
報
共

有
を
密
に
し
な
が
ら
、
き
め
細

や
か
な
支
援
体
制
を
構
築
し
て

ま
い
り
ま
す
。

老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室
や
運
動

教
室
等
の
健
康
づ
く
り
事
業
を

推
進
し
、
高
齢
者
が
い
つ
ま
で

も
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
高

齢
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知

識
等
を
発
揮
で
き
る
活
動
の
場

づ
く
り
や
高
齢
者
が
積
極
的
に

社
会
参
加
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

１
点
目
に
、「
福
祉
の
充
実
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

福
祉
行
政
の
果
た
す
役
割
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
り
、

社
会
的
に
弱
い
立
場
の
住
民
へ

の
支
援
等
を
、
よ
り
一
層
、
関

係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環

境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が

益
々
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と

か
ら
、
町
全
体
で
支
援
し
て
い

く
仕
組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、「
本

部
町
子
ど
も
・
子
育
て
ゆ
い

ま
ー
る
基
金
」
を
活
用
し
、
家

庭
の
事
情
等
に
よ
り
、
子
ど
も

達
の
成
長
に
格
差
が
出
な
い
よ

う
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
具
体
的
事
業

に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
幼
稚
園

児
へ
の
絵
本
の
提
供
に
よ
る
ふ

れ
あ
い
学
習
支
援
、
②
各
種
検

定
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
、
③
双

子
出
産
時
に
お
け
る
支
援
、
④

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の

支
援
、
⑤
保
育
園
児
へ
の
食
費

支
援
、
⑥
町
立
学
校
へ
の
デ
ジ

タ
ル
教
科
書
導
入
支
援
、
⑦
県

ら
、
管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
と

連
携
し
て
、
そ
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

４
点
目
に
、「
町
道
な
ど
生

活
道
路
の
補
修
等
」
に
つ
い
て
、

申
し
上
げ
ま
す
。

町
道
な
ど
生
活
道
路
の
補
修

等
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
優
先
順
位
を
考
え
な

が
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
各
行
政
区
に
対
し
材
料

費
を
助
成
し
て
補
修
し
て
も
ら

う
な
ど
、
地
域
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

第
４
に
、「
福
祉
・
保
健
・

衛
生
に
つ
い
て
」
申
し
上

げ
ま
す
。

備
い
た
し
ま
し
た
。
12
世
帯
38

人
の
子
育
て
世
帯
が
入
居
し
、

地
域
の
更
な
る
活
性
化
が
図
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
嘉
津
宇
団
地
の
整
備

工
事
に
も
着
手
し
て
お
り
、
令

和
３
年
度
中
に
は
完
成
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
順
次
、
子
育
て
支

援
住
宅
を
整
備
し
、
定
住
人
口

の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３
点
目
に
、「
港
湾
整
備
」
に

つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

本
部
港
は
、
国
の
特
定
地
域

振
興
重
要
港
湾
と
し
て
位
置
づ

け
さ
れ
る
な
ど
、
北
部
地
域
の

物
流
拠
点
と
し
て
重
要
な
港
湾

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
港
に
お
い
て
は
、
輸
送
コ
ス

ト
縮
減
を
目
指
し
、
平
成
26
年

度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
北
部

地
域
の
農
作
物
等
を
本
土
出
荷

す
る
た
め
の
実
証
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令

和
２
年
４
月
よ
り
東
京
・
大
阪

航
路
が
定
期
就
航
し
て
お
り
、

今
後
と
も
本
部
港
が
担
う
役
割

が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ク
ル
ー
ズ
バ
ー
ス
が

着
々
と
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
更

な
る
港
湾
施
設
の
整
備
・
管
理

の
強
化
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

思いやりの心でいたわり助けあって住みよい町をつくります（本部町民憲章より） 
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念
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
が
、

愛
着
を
感
じ
生
ま
れ
育
っ
た「
ふ

る
さ
と
本
部
町
」
に
誇
り
を

持
つ
、
人
材
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
幼
稚
園

教
育
の
充
実
に
力
を
注
ぎ
、
学

校
教
育
の
み
な
ら
ず
、
社
会
教

育
の
充
実
を
図
る
べ
く
教
育
施

策
を
引
き
続
き
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

１
点
目
に
、「
幼
稚
園
教
育
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
重
点
施
策
と

し
ま
し
た
幼
稚
園
教
育
に
つ
き

ま
し
て
は
、
専
任
園
長
を
配
置

し
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
令
和

３
年
度
も
引
き
続
き
、
全
幼
稚

園
の
職
員
研
修
を
充
実
さ
せ
、

ま
た
幼
稚
園
が
結
節
点
と
な

り
、
保
育
園
や
小
学
校
と
の
連

携
強
化
も
併
せ
、
き
め
細
か
な

教
育
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
に
、「
学
校
教
育
」
に

つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、「
確

か
な
学
力
の
育
成
」、「
郷
土
愛

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、

「
事
業
計
画
の
変
更
」
を
行

い
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
・

修
繕
に
つ
い
て
計
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。

下
水
道
の
接
続
率
は
、
引
き

続
き
下
水
道
接
続
へ
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
そ
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

第
６
に
、「
幼
稚
園
教
育
・

学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
つ

い
て
」
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
行
政
の
基
本
姿
勢
と
し

ま
し
て
は
、『
武
本
部
』
と
称

さ
れ
る
「
質
実
剛
健
」
で
「
進

取
の
気
性
」
に
富
ん
だ
「
文
武

両
道
」
の
精
神
を
人
材
育
成
の

基
本
と
し
て
、
確
固
と
し
た
理

ハ
ブ
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
捕
獲
器
を
増
設
い
た

し
ま
す
。
ま
た
、
生
息
範
囲
が

拡
大
し
な
い
よ
う
監
視
し
、
個

体
数
を
減
少
さ
せ
る
取
り
組
み

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
５
に
、「
上
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
」
申
し
上
げ
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
３
年
度
も
施
設
の
維
持

管
理
及
び
水
質
管
理
を
重
点
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、「
並

里
浄
水
場
」
と
「
笹
川
浄
水
場
」

の
機
能
を
統
合
し
た
「
新
浄
水

場
」
の
整
備
を
引
き
続
き
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
３
年

度
に
お
い
て
は
、
土
木
工
事
等

の
関
連
工
事
を
先
行
し
て
施
工

し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
道
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、

経
営
安
定
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度
に

お
い
て
も
安
定
し
た
水
の
供
給
、

漏
水
調
査
及
び
老
朽
管
対
策
を

行
い
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
の
公
共
下
水
道
は
、
供

用
開
始
か
ら
45
年
が
経
過
し
、

各
所
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
被
保
険
者
の
高
齢

化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
等
に

よ
り
、
財
政
運
営
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

主
要
な
財
源
と
な
り
ま
す
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
夜
間
相
談
を
は

じ
め
と
す
る
納
税
相
談
及
び
分

納
指
導
等
を
積
極
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
、
本

部
町
子
ど
も
・
子
育
て
ゆ
い

ま
ー
る
基
金
を
活
用
し
、
新
た

に
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
乳
児
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
絵
本
を

提
供
し
、
親
子
が
触
れ
合
う
時

間
を
推
奨
す
る
と
共
に
、
子
ど

も
の
世
界
を
広
げ
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

環
境
衛
生
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ご
み
の
資
源
分
別
の
意
識
を
高

め
、
減
量
化
と
資
源
化
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

不
法
投
棄
に
つ
き
ま
し
て
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
や
看
板
の
設
置
等

を
粘
り
強
く
継
続
し
抑
止
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
に
、「
保
健
・
衛
生
」

に
つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

流
行
が
起
こ
り
、
本
町
に
お
い

て
も
昨
年
７
月
以
降
、
断
続
的

に
新
規
感
染
者
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携

し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

例
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る

住
民
健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、

下
半
期
か
ら
実
施
し
、
休
日
の

健
診
も
行
う
な
ど
、
受
診
率
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
健
診
後
の
保
健
指

導
に
お
い
て
は
、
糖
尿
病
な

ど
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
を
重
点
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予
防

接
種
の
費
用
助
成
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
沖
縄
県
と
市
町
村

の
共
同
運
営
か
ら
３
年
が
経
過

し
、
制
度
の
安
定
化
が
図
ら
れ

教育・文化を大切にし教養を高め心豊かな人になります（本部町民憲章より）
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
応
援

寄
附
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

３
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
多

方
面
に
応
援
寄
附
の
協
力
を

働
き
か
け
、
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
に
有
効
活
用
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
令
和
３
年
度
の
町
政

運
営
に
あ
た
り
、
主
要
施
策
の

概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
重
点
事

業
と
新
規
事
業
を
中
心
に
、
そ

の
一
端
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

施
策
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
全
職
員
連
携
の
も
と
、

総
力
を
上
げ
て
遂
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

最
後
に
、
令
和
３
年
度
に
お

い
て
も
、
町
民
の
皆
様
と
共
働

の
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
「
日

本
一
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」
を

実
現
す
べ
く
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員

各
位
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

令
和
３
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

令
和
3
年
3
月
10
日

�

本
部
町
長　

平
良 

武
康

地
方
自
治
体
は
、
自
ら
の
判

断
と
責
任
に
お
い
て
、
効
率
的
・

安
定
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
町
政
運
営
は
、

日
々
変
化
を
遂
げ
る
社
会
情
勢

に
、
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応
せ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
に
は
、
新
た

に
「
子
育
て
支
援
課
」
を
設
置

し
、
子
育
て
世
代
と
児
童
へ
の

一
層
の
支
援
強
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

財
源
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
税
を
は
じ
め
と
す
る
自

主
財
源
の
確
保
・
拡
充
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

税
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
る
景
気
の
落
ち
込
み
の

影
響
に
よ
り
、
減
少
が
予
想
さ

れ
、
今
後
の
動
向
に
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

収
納
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納

税
相
談
員
に
よ
る
き
め
細
や
か

な
相
談
及
び
収
納
手
段
の
拡

充
、
そ
し
て
、
法
に
基
づ
く
適

正
な
滞
納
処
分
等
に
よ
り
収
納

率
の
維
持
、
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
民
の
健
康
維
持
や
体

力
向
上
を
図
る
た
め
、
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
町

民
体
育
館
、
運
動
公
園
及
び
各

学
校
の
体
育
館
な
ど
の
活
用
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
か
ら
建
設
に

着
手
し
て
い
る
、
も
と
ぶ
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
３
年

７
月
を
目
途
に
施
設
を
完
成

さ
せ
、
駐
車
場
な
ど
の
外
構
に

つ
い
て
も
令
和
４
年
３
月
ま
で

に
は
、
完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ

り
ま
す
。

今
後
は
、
も
と
ぶ
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
自
然
、

歴
史
・
文
化
な
ど
の
魅
力
の
情

報
発
信
、
体
験
・
交
流
、
郷
土

学
習
、
各
種
研
修
な
ど
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
７
に
、「
自
主
財
源
の
確

保
と
行
財
政
改
革
の
推
進
に

つ
い
て
」
申
し
上
げ
ま
す
。

心
安
全
な
食
材
を
優
先
し
、
使

用
し
て
い
く
よ
う
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
食
を
通
じ
て

食
べ
物
に
関
す
る
知
識
や
生
活

習
慣
、
健
康
な
体
づ
く
り
な

ど
食
育
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

本
部
高
校
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
習
体
制
の
更
な

る
強
化
に
よ
り
、
引
き
続
き

大
学
及
び
専
門
学
校
へ
の
進
学

並
び
に
部
活
動
な
ど
へ
の
支
援

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

３
点
目
に
、「
社
会
教
育
」
に

つ
い
て
、
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、
自
然
観
察
教
育
等
を

継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
更
に
、
各
字
公
民
館
と
連

携
し
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
地

域
学
習
教
室
や
子
ど
も
会
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
立
博
物
館
の
指
定

管
理
者
で
あ
る
本
部
町
商
工
会

と
連
携
し
て
、
博
物
館
企
画
展

の
開
催
並
び
に
本
部
町
文
化
協

会
と
連
携
し
て
、
も
と
ぶ
展
の

開
催
な
ど
文
化
活
動
を
よ
り
一

層
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
満
ち
た
豊
か
な
心
」、「
健
や

か
な
体
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、

「
人
間
性
」、「
学
び
」、「
自
立

心
」
の
３
つ
の
力
を
『
人
間
力
』

と
し
て
、
令
和
３
年
度
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
人
材
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
令
和

３
年
度
よ
り
新
学
習
指
導
要
領

が
完
全
実
施
と
な
る
こ
と
や
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
一
人
一

台
の
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
が
始
ま

り
ま
す
。

専
属
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
増

員
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
、
新
し
い
時

代
に
必
要
と
な
る
情
報
活
用
能

力
の
向
上
を
引
き
続
き
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
部
活
動
の
強
化
を
図

る
た
め
、
新
た
に
「
部
活
動
指

導
員
の
配
置
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

伊
豆
味
小
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
改
築
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
解
体
工
事
に
着
手
し
、
早

期
に
完
成
さ
せ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、
町

内
業
者
と
連
携
し
、
新
鮮
で
安

お
わ
り
に

「武本部」とは、進取の気性に富み、質実剛健で文武両道の町民性のことだよ！
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4月15日から5月14日は「みどりの月間」となっています。

子ども・子育てゆいまーる基金に1年を通じ多数のご寄附をいただきました。令和3年度は本基金を活用した子育て支
援事業予算として1,023万円を計上しており、積極的に支援を展開していきます。寄附者と寄附金額は次のとおりです。
（寄附年月日順）
有限会社　仲建工業 様� 20万円
有限会社　仲建工業（社員一同） 様� 20万円
もとぶを愛する有志の会 様� 10万円
友寄　隆弘 様� 30万円
有限会社　良和組 様� 85万円
上田 裕一（野毛病院理事長） 様� 10万円
藤本 孝子（野毛病院事務長） 様� 10万円
本部生コン株式会社 様� 50万円

故　上間 一男 様� 10万円
沖縄県農業協同組合　本部支店 様� 5万円
棚原　初枝 様� 5万円
育心会（瀬底） 様� 3万5千円
故　神元　繁一 様� 20万円
特定非営利活動法人　警防団　防人 様� ５万円
株式会社　本今商会 様� 5万円
故　山川　宗秀 様� 50万円
有限会社　安護建設工業 様� 20万円

有限会社　協進 様� 10万円
のの茶房 様� 5万円
株式会社　総合計画設計 様� 10万円
故　具志　新次郎 様� 10万円
株式会社　沖縄ローンセンター 様� 80万円
コカ・コーラ（1円運動） 様� 4万7千円
かりゆし市場・生産者の会（1円運動） 様
� ５万５千円
匿名 様（4名様）� 720万円

多数のご寄附ありがとうございます　子ども・子育てゆいまーる基金

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
植
え
付
け
体
験
で
植
付
け
し
た
野

菜
の
収
穫
が
、
2
月
24
日
に
字
浦
崎
の
畑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

渡
久
地
保
育
所
、
伊
豆
味
幼
稚
園
、
瀬
底
幼
稚
園
、
上
本
部

幼
稚
園
の
園
児
達
が
じ
ゃ
が
い
も
、
人
参
、
大
根
、
玉
ね
ぎ

を
青
年
農
業
者
の
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
収
穫
し
ま
し
た
。

青
年
農
業
者
の
会
の
福

井
慎
吾
会
長
は
「
自
分
た
ち

で
植
え
付
け
を
行
っ
た
野
菜

が
ど
ん
な
風
に
成
長
し
て
い

る
の
か
見
な
が
ら
、
楽
し
く

収
穫
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

渡
久
地
保
育
所
の
上
間
咲さ
く

さ
ん
と
仲
宗
根
沙さ

乃の

さ
ん
は

「
大
き
い
大
根
を
採
る
の
が

楽
し
か
っ
た
。
じ
ゃ
が
い
も
や

人
参
は
カ
レ
ー
に
し
て
食
べ

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

たくさん野菜が採れました！

野菜づくりわくわく体験

谷茶山羊舎

2
月
5
日
、
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
六
日
町
小
学
校
か

ら
本
部
小
学
校
に
雪
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
青
少

年
事
業
の
一
環
と
し
て
六
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
主
催

で
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
で
25
回
目
に
な
り
ま
す
。

毎
年
雪
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
本
部

小
学
校
6
年
生
の
内
間
優ゆ

姫き

奈な

さ
ん
と
知
念
立り
っ

夏か

さ
ん
、
上
間

葵あ
お

衣い

さ
ん
は
「
冷
た
す
ぎ
て
手
の

感
覚
が
な
く
な
り
そ
う
。
今
度
は

新
潟
の
ふ
わ
ふ
わ
の
雪
で
雪
合
戦

を
し
て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

六
日
町
小
学
校
の
児
童
か
ら
は

「
南
魚
沼
市
に
は
、
雪
を
楽
し
み

に
く
る
観
光
客
が
多
く
い
ま
す
。

是
非
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を

し
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
い
て
い
ま
し
た
。

2
月
12
日
、
海
洋
博
記
念
公
園
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

見
学
会
が
行
わ
れ
上
本
部
学
園
小
学
2
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
達
は
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
ス
ケ
ッ
チ
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

同
学
園
小
学
2
年
生
の
大
嶺
源げ

ん
斗と

さ
ん
は
「
紫
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
一
番
綺
麗
だ
っ
た
。

家
に
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
植
え
て
み
た
く
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。
同
じ
く
小
学
2
年
生
の

平
良
沙さ

都と

さ
ん
と
上
原
雅み
や
美び

さ
ん
は「
学
校
で
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
植
え
付
け
て
、
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲

い
た
時
は
嬉
し
か
っ
た
。
今
日
は
い
ろ
ん
な
花
の
名
前

が
知
れ
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

1
月
に
は
町
内
各
小
学
校
で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

栽
培
教
室
も
行
わ
れ
、
講
師
を
務
め
た
沖
縄
美

ら
島
財
団
の
田
代
亜
紀
羅
主
任
は
「
子
ど
も
達

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
い
、
栽
培
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

高
齢
者
の
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
、
山
羊
舎
導
入
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
谷
茶
老
人
ク
ラ
ブ
と

野
原
老
人
ク
ラ
ブ
に
雌
山
羊
2
頭
と
山
羊

舎
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

野
原
老
人
ク
ラ
ブ
の
上
間
久
男
会
長
は

「
散
歩
し
な
が
ら
餌
や
り
に
来
て
も
ら
い
、

公
民
館
も
近
く
に
あ
る
か
ら
子
ど
も
達
と

の
交
流
の
場
に
も
な
る
。
み
ん
な
の
活
動

の
場
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
上
間
紀
彦
字
長
は
「
孫
た

ち
が
一
番
喜
ん
で
い
た
。
子
ど
も
達
に
食
文

化
の
継
承
も
し
て
い
き
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

満
開
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
見
学
会

谷
茶
、野
原
老
人
ク
ラ
ブ

健
康
づ
く
り
目
的
に
山
羊
舎
導
入

チューリップ見学を楽しむ児童

雪で遊ぶ児童たち

新潟県六日町から

雪のお届けもの

大根の収穫を楽しむ子ども達
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4月6日～15日は春の全国交通安全運動が実施されるよ。「自転車に 乗るならきみも 運転手」

本部町議会 新議員の紹介
任期満了に伴う本部町議会議員選挙が2月28日、投開票され、14人の当選が決まりました。3月3日に当選証書付与式が
行われ、町選挙管理委員会の我部政寿委員長より当選者に当選証書が手渡されました。

松
マ ツ ダ

田 大
ダイスケ

輔

30歳　新
東

仲
ナカホド

程 清
キヨシ

72歳　新
瀬底

具
グ シ ケ ン

志堅 勉
ツトム

53歳　現3
渡久地

喜
キ ナ

納 政
マ サ キ

樹

48歳　現4
東

投票率：69.33％　投票総数：7,395票　有効投票数：7,339.997票（按分票含む）　無効投票数：55票

崎
サキハマ

浜 秀
ヒデアキ

昭

67歳　現2
健堅

座
ザ マ ミ

間味 栄
エイジュン

純

60歳　現3
伊豆味

氏名

年齢、当選回数
住所字名

長
ナガハマ

濱 功
イサオ

60歳　新
浦崎

伊
イ ラ ハ

良波 勤
ツトム

51歳　現2
山川

松
マツカワ

川 秀
ヒデキヨ

清

69歳　現3
渡久地

比
ヒ ガ

嘉 由
ヨシトモ

具

71歳　現2
嘉津宇

真
マ ブ

部 卓
タ ク ヤ

也

40歳　現2
山川

山
ヤマカワ

川 竜
リョウ

36歳　新
東

具
グ シ ケ ン

志堅 正
マサヒデ

英

64歳　現2
備瀬

仲
ナ カ ソ ネ

宗根 須
ス マ コ

磨子

65歳　現2
渡久地
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❶�令和3年度より、下記のとおり、年間11回の納付月について、�
8月が無くなり、3月ができました。年間の金額は変わりません。

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

これ 
まで ○

1・2期
○
3期

○
4期

●
5期

○
6期

○
7期

○
8期

○
9期

○
10期

○
11期

令和3年度 
より ○

1・2期
○
3期

○
4期

○
5期

○
6期

○
7期

○
8期

○
9期

○
10期

●
11期

※�各納期の納期日は、原則毎月25日です。休日の場合は、翌開庁日になります。
❷�1年間分（11期分）の納付書は、5月初旬までに届きます。

特定健診で「健康特典チケット」を 
プレゼント！

経済センサス活動調査のお知らせ

令和3年度 本部町の住民健診

特定健診を受けた方に、本部町内のお店で使えるお得なチケットを
プレゼントしています。
❶病院で特定健診を受ける（無料）。
❷�病院からの健診結果や、使用済みの受診券を、健康づくり推進課窓口へ提示する。
❸�健康特典チケットを健康づくり推進課窓口で受け取る。
❹�対象店舗でお会計時に使用する。
対象店舗 住所 電話番号 サービス内容

もとぶかりゆし市場本部町大浜881番地1 0980‒43‒0280 500円分商品券
喫茶 さくら庵 本部町伊豆味588番地1 0980‒47‒3758 500円分食事券

海洋博公園熱帯 
ドリームセンター 本部町石川424番地 0980‒48‒2741 入館料760円 

相当1回無料
CAFÉ VERT 本部町辺名地203 0980‒47‒3835 500円分食事券

沖縄そば処 森の家 本部町伊豆味743番地3 0980‒47‒7810 500円分食事券
※対象店舗やサービスは変更になる事があります。
事業所の皆様へ 健康づくり推進課では「健康特典チケット」対象店舗�

を募集しています。お気軽にお問い合わせください。

総務省・経済産業省・沖縄県・本部町は、令和3年6月1日現在で、「令
和3年経済センサス活動調査」を実施します。全国のすべての事業所及
び企業が対象になります。
この調査は、国が行う調査の中でも特に重要かつ大規模な統計調査
で、同一時点での我が国のすべての産業分野における事業所・企業の経
済活動の状況を全国的・地域別に明らかにすることを目的としており、調
査対象者は「統計法」という法律において調査に回答する義務があります。
調査の結果は、国及び地方公共団体における行政施策の立案や、民
間企業における経営計画の策定など、社会経済の発展を支える基礎資
料として広く活用されています。
皆様の調査へのご理解・ご回答をよろしくお願いします。

ごみ出しの時間を守りましょう
ごみは朝8時から収集しています。朝8時までにごみ出しを行わな
いと収集されない恐れがあるためごみ出し時間を守りましょう。
※収集時間は天候や交通事情により一定ではありません。
※�ごみ収集車の音楽はゴミ収集の合図ではなく、危険防止のために流しています。音
楽を聴いてからごみ出しを行うのではなく朝8時までにごみ出しを行ってください。

粗大ごみの出し方
❶�本部町役場健康づくり推進課へ電話予約をする。（1回の受付につき
1世帯4点まで、5点以上の場合は環境美化センターへ直接持込むこ
とも可能です。その際は事前連絡が必要です）TEL.0980-48-3171
❷�粗大ごみ処理券を購入する。（粗大ごみ1個又は1束につき、町が指定する粗
大ごみ処理券（300円）を販売店《スーパー・コンビニ等》で購入してください）
❸�粗大ごみ処理券を粗大ごみに貼る。（粗大ごみ処理券にお名前、受
付番号を記入し、粗大ごみの見やすいところに貼り付けてください）
❹�指定された場所に出してください。（指定された日の朝8時までに、
指定された場所へ粗大ごみを出してください）

決められた場所へ
ごみ出しは決められた場所に出してください。集積所の場合、管理
は利用されている皆さんで行って頂いております。1人がルールを守ら
ないと他の方に迷惑がかかってしまいます。気持ちよく利用できるよ
うマナーを守り正しく出しましょう。
また、ごみがカラスやネコ等に荒らされると、近隣の方の迷惑になり

ます。カラスよけネットやケージを活用し、清潔な環境に保ちましょう。

収集日を守って
収集日は地区によって異なります。ごみ出しの日を守らないと、ごみの

散乱につながります。決められた収集日にごみ出しをするようお願いします。

分別をしましょう
ごみの中には資源となるもの（ペットボトルや紙類等）がたくさんあ

ります。資源を有効活用するためにもごみの分別にご協力お願いします。
※詳細は本部町ＨＰにて確認することもできます。

令和3年度の住民健診(集団)は、すべて予約が必要です。ご希望の方は
以下の手順で予約してください。
※住民健診は病院でも受診できます。
❶�ご自宅に届いた「令和3年度 住民健診」の封筒を開けてください。
❷�「健診通知書・がん検診受診券」を取り出し、「○」がついた検査をご
確認ください。

❸�集団健診日程と実施される検査をご確認頂き、お電話で予約してください。

お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.0980-47-5602

お問い合わせ  企画商工観光課 TEL.0980-47-2702

お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.0980-47-5602

予約先・お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.0980-47-5602

お問い合わせ  本部町教育委員会 学校給食センター TEL.0980-48-2213

学校給食費の２つのお知らせ

ごみ出しのルールとマナーについて

集団健診日程 受付時間 会場 基
本肺

大
腸胃乳

子
宮

10月3日 日 08:30‒10:30 本部町役場 ○○○ ○ ○ ×
10月25日 月 14:00‒15:00 地域福祉センター××× × ○ ○
11月8日 月 08:30‒10:30 旧 上本部中学校体育館○○○ ○ × ×
11月9日 火 08:30‒10:30 旧 上本部中学校体育館○○○ ○ × ×

12月23日 木 08:30‒10:30 本部町民体育館 ○○○ ○ × ×
12月24日 金 08:30‒10:30 本部町民体育館 ○○○ ○ × ×

2022年2月3日 木 08:30‒10:30 本部町民体育館 ○○○ ○ × ×
2022年2月4日 金 08:30‒10:30 本部町民体育館 ○○○ ○ × ×
2022年2月7日 月 14:00‒15:00 地域福祉センター××× × ○ ○

【町県民税・軽自動車税・固定資産税・国民健康保険税】の納付は便利な口座振替がおすすめです。
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日程 行事・イベント 場所

4
月

7日（水）本部中学校・本部高校入学式

8日（木）全小学校・上本部学園・ 
伊豆味小中学校入学式

1、8、15、22日
（毎週木曜日）町内スーパーへの買い物支援 具志堅区

21日（水）行政相談会 役場町民ロビー

5
月

6、13、20、27日
（毎週木曜日）町内スーパーへの買い物支援 具志堅区

19日（水）行政相談会 役場町民ロビー
●町内イベントは町ホームページのイベントカレンダーでも確認できます。

4・5月の町内行事・イベント情報

ご寄附 本部町ちゅらまちづくり応援基金

件数224件�������������� 総額3,657,000円
●�決済方法により、入金確認がとれていないものは含んでおりません。� �
今後、件数と金額は多少増加する予定です。

令和3年1月1日～31日分
ありがとう 
ございました。

令和2年度町税・国保税の 
納め忘れはありませんか？

納付月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定 
資産税 ○

１期
○
２期

○
３期

○
４期

町県 
民税 ○

１期
○
２期

○
３期

○
４期

軽自動 
車税 ○

国保税 ○
１期

○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

後期 
高齢 ○

１期
○
２期

○
３期

○
４期

○
５期

○
６期

○
７期

○
８期

○
９期

お問い合わせ  健康づくり推進課 TEL.0980-47-2701 
住民課 TEL.0980-47-5629

※毎月25日実施（25日が休日であれば翌平日）※納税相談の際は、事前に電話連絡をお願いします。

午後5時30分～�
� 7時30分令和3年4月26日（月）4月の夜間

納税相談日

相談できる税／�固定資産税・町県民税・軽自動車税(種別割)・� �
国保税・後期高齢者医療保険料

【本部町立図書館】 
蔵書Web検索システムが導入されました
インターネット上で町立図書館の蔵書検索や貸出状況の確認
ができるようになりました。ID（利用者番号）やパスワードを登録
すると借りたい図書資料の予約もできます。IDとパスワードの登
録は、名前と住所が確認できるもの（運転免許証等）をご持参の
上、町立図書館までお越しください。また館内に「蔵書検索機」が
設置されました。ご自分で画面をタッチして蔵書検索や予約がで
きます。とても便利になった本部町立図書館Webサイトをぜひご
利用ください。当事業は新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金を活用しています。

お問い合わせ  本部町立図書館 TEL.0980-47-2105

《第1回一般曹候補生》
【1次試験】令和3年5月21日〜30日の間の内一日
【受付期間】令和3年3月1日〜5月11日
【試験会場】那覇市内を予定 
【受験資格】18歳以上33歳未満の者
《一般幹部候補生》
【1次試験】❶令和3年5月8日・9日 ❷（飛行要員除く）6月26日
【受付期間】�❶❷令和3年3月1日〜6月18日まで�

※但し、❶の飛行要員は4月28日までを受付期間とする。
【試験会場】那覇市内を予定
【受験資格】�大卒程度。22歳以上26歳未満の者� �

（但し、院卒者は28歳未満）
※細部は、令和3年度自衛官等採用案内又は募集要項による。

自衛官等採用試験のご案内

お問い合わせ  自衛隊沖縄地方協力本部 名護地域事務所 TEL.0980-52-4064�
Mail：Okinawa.pco.nago@rct.gsdf.mod.go.jp

本部町内で自主的に健康づくりや生きがいづくりに取り組んで
いる団体へ、1団体あたり上限10万円の活動費を補助します。
【対象団体】�・65歳以上の高齢者が5人以上参加する団体� �

・�月2回以上、1年以上活動する団体 など、要件があ
ります。詳しくは下記へお問い合わせください。

【補助対象期間】令和3年5月～令和4年2月に行う活動
【申込受付期間】令和3年4月1日～30日まで
※令和2年度に補助を受けていない団体を優先します。
※�1行政区1団体への補助となります。応募団体が少ない場合、
追加募集を行います。

いつまでも、元気で輝くあなたを応援したい！
ちびら～ＳＵＮ事業 募集のお知らせ

お問い合わせ  福祉課 TEL.0980-47-2165

・�納付期限を過ぎると、督促状が発送され、納付日までに応じて延滞金が加算されます。
・�滞納が続く場合は、法律に基づき滞納処分（差押等）をする場合があります。

4月・5月のマイナンバーカードの時間外交付窓口は次の通りです。
【４月】14日、28日 【５月】12日、26日（時間 午後5時30分～7時30分）
予約制となっていますので、事前に電話連絡をお願いします。

電話予約およびお問い合わせ  住民課 TEL.0980-47-2102
（平日午前8時30分～午後5時15分。午後0時～1時を除く）

4月・5月のマイナンバーカード 
時間外交付窓口の開設について

https://motobu-library.okinawa/

毎月第3水曜日は、町民ホール（役場1階）にて行政相談所を開設しています。今月は4月21日（午後2時～4時）だよ。
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ベジタブルインキを
使用しております。

本部町が目指す児童生徒
一人一人が主体的に「問い」をもち、効果的にICTを活用し、他者との交流を図りながら、課題

（問い）を解決し、その考えを他者へ発信できるようになることで、未来を創造していく力が身に
ついている。

GIGAスクール構想とは
GIGAスクール構想とは、子ども1人につき1台の学習用端末と学校内通信ネットワークを一体的に整備することで、

多様な子どもたち一人一人の資質・能力を育成する教育ICT環境を実現する文部科学省の構想のことです。
※Global and Innovation Gateway for All（全ての人にグローバルで革新的な入口をの略）

ICTを活用した授業とこれからの本部町の教育
本部町では、教育ICTを推進していくことで、本部町の児童生徒に情報活用能力を身につけさせ、多様化・高度化

する社会に対応できる資質・能力の育成を目指しています。

携帯電話がアッという間に普及したように、人工頭脳や自動運転の時代がすぐそこまできています。これ
からやってくる情報化社会（超スマート社会）をたくましく生き抜くためには、ICT機器（パソコン等）を自在
に活用して学習したり、情報を発信したり、人とつながったりする能力がますます必要になってきます。本部
町の自然や文化風土の中で培われる豊かな人間性のうえに「もとぶGIGAスクール構想」によって、もとぶっ
子たちの情報活用能力がいっそう高められれば、まさに生きる力の実現につながるものと期待しています。

もとぶGIGAスクール構想もとぶGIGAスクール構想

教育長メッセージ

調調べべ学習学習
・�インターネットを活用した幅広い
情報収集
・教科書のQRコード検索
・動画や写真の検索

デジタルデジタル教材教材
・�学習ソフトによる苦手な教科の繰
り返し学習
・�課題に応じて個別学習

理解度に合わせた学び！
個別最適化個別最適化

友達と学びあう！
協働学習協働学習

家でもみんなと学べる！
学びを止めない学びを止めない

多様多様なな作品作品のの制作制作
・�写真、動画や音声�
などを使って共同で�
作品作り

伝伝えるえる・知・知らせるらせる
・友達と考えを伝えあう
・�図形などを使ってお互いの考えを
出し合う
・分かりやすく伝える工夫ができる

家庭学習家庭学習
・�学習ソフト等を使って、家でも�
自分のペースで学習できる
・�グループ学習での活用

遠隔教育遠隔教育
・�遠隔授業
・�健康確認・家庭連絡
・クラスの友達や先生と繋がる
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